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津幡町立条南小学校 

 

１．本校の現状 

 ・各学年に平均約２台のＰＣが整備されており、それらすべてのＰＣが校内ＬＡＮで接続

されている。 

 ・過去５年分の校務に関わる情報が電子化され、ファイルサーバーに保存されている。だ

れもが共有できる状態になっているため、同じ内容の文書は手書きで転記したりするこ

とで、その都度一から文書を作成する手間が省けている。しかし、サーバー内に保存さ

れているデータが膨大になってきており、必要な情報を取り出すことに時間がかかる様

子も見られる。 

 ・本年度から NetCommons を使ったＷｅｂページの作成に取り組んでいる。 

 

２．校務情報化の目的 

 ・本校の現状から考えられる校務情報化の目的として、以下の３点が挙げられる。 

  ①業務の軽減と効率化 

  ②教育活動の質の改善 

  ③保護者や地域との連携 

 

３．校務情報化のもたらす効果 

（１）業務の軽減と効率化 

 ・会議資料の作成や事務作業の効率化により教員の時間的ゆとりができ、教育の本来の業

務である「児童とのふれあいの時間」、「教材研究・授業研究の時間」の確保ができる。 

 
（２）教育の質の改善 

 ・教師の授業の改善は、児童の学力に大きく関係してくる。教材等を情報化することによ

って複数の教師間での共有化を図ることができ、授業が充実する。 
 

（３）保護者や地域との連携 

 ・Ｗｅｂページを活用することで、学校の教育方針や行事などの具体的な教育活動の内容

を情報発信できる。その結果、学校における教育活動が保護者にも理解され、地域・家

庭・学校が一体となった教育を行うことができる。 
 

４．校務情報化推進のための方法 

（１）目的の明確化 

 ・コンピュータを活用することは、教育活動のための手段であって、目的ではないことを

再確認する。 
 
（２）サーバー内のデータの整理 

 ・情報を蓄積し共有していくことは大切なことである。しかし、年度や校務分掌ごとにデ

ータが分類されているものの、使われなくなったデータや古い年度のデータが大量に保
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存されているのが現状である。また、個人のデータも多く保存されていることから、そ

れらのデータが本当に必要かどうかを考え、サーバー内のデータを整理していくことが

必要となる。 
 
（３）Web ページの開設 

 ・昨年度までのＷｅｂページは個人が担当し更新を行っていたが、今年度からは、操作が

比較的簡単で複数の教員で更新していくことが可能な NetCommons を利用して運用し

ていく。 
 

５．実践の成果と今後の課題 

（１）成果 

 ・サーバー内のデータを整理したことで、必要な情報を探しやすくなった。（過去５年蓄

積されていたデータを３年分に整理） 

 ・会議資料等に使う情報の再利用が増えた。（校務の効率化） 

 ・コンピュータを教育活動の手段としての活用することができた。（授業での活用） 

 ・NetCommons の活用により、Ｗｅｂページ作成の負担が軽減した。また、Ｗｅｂページ

の更新頻度が昨年よりも増加した。（地域・保護者への情報発信ができる） 

 ・情報に関する校内研修が増えた。（教員のスキルアップ） 

 

（２）課題 

 ・年度末におけるサーバー内のデータ整理。 

  ・コンピュータを授業で活用する機会を増やすこと 

  ・Ｗｅｂページの更新頻度をさらに増やすこと。 

 ・校内研修の機会を増やすこと。（さらなるスキルアップを目指して） 

 ・情報担当者を育成すること。 （校務情報化をスムーズに行うため） 

 

６．校務情報化を成功させるための方策 

 ・校務を情報化させていくためには、情報化によって「校務の効率が良くなる」、「作業

が軽減される」と教職員に実感してもらえることが重要である。それが精神的なゆとり

となって、よい教育につながっていく。 

 ・現場の教職員がシステムやネットワークの管理をしていくのには限界がある。今後は 

さらにＩＴサポーター等の外部援助を得て、システムやネットワークを管理していく 

必要がある。 
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                       志賀町立高浜小学校 
 

１．校務情報化推進の目的 

（１）業務を軽減し効率化を図る。 

（２）教育活動の質を改善する。 

 

２．校務情報化推進により期待できる効果 

（１）業務の軽減と効率化 

 ・情報の再利用を容易にすることにより、転記するなどの作業が少なくなる。また、情報

を一元的に蓄積することにより情報を探す時間を減らし、情報を活かす時間が増える。 

（２）教育活動の質の改善 

 ・情報の再利用による時間の短縮により、児童･生徒に直接関わったり、授業の準備や教

材研究をしたりするなどの時間を増やすことができる。 

 

３．本校の現状 

 ・職員室に３台のコンピュータが整備されている。その３台とも町内のネットワークに組

み入れられており、インターネット及びメールの利用が主となっている。 

 ・職員室のコンピュータは外部記憶装置を接続することが禁止されているため、各職員は

校務に関わる文書や教材の作成等を私物のコンピュータで作成せざるをえない状況に

ある。校内ＬＡＮで情報を共有・管理することは、ハード面･ソフト面において難しい

状況である。  

 

４．校務情報化推進のための方法 

 ・校務の情報化を推進するためにＵＳＢメモリを複数個準備し、それにより情報の一元化、

共有化を図った。 

 ・校務分掌に沿って校務を以下のように分類し、担当者は作成したファイルを○印の番号

に該当する業務のＵＳＢメモリに保存する。（①～⑧は 4GB、⑨は 8GB） 

 

  ①総務（教頭） ②庶務財務（事務） ③渉外 ④教育課程，学習指導  ⑤研究 

   ⑥生徒指導，児童会・保健安全部 ⑦保健指導，安全指導，環境美化 

  ⑧特別委員会 ⑨記録写真（各学年行事，各種大会，研究授業など） 

 

 ・各ＵＳＢメモリには、校務分掌組織に合ったフォルダを作成しておき、担当者はさらに

その中で分類しやすいようにフォルダを作成し保存する。 

 ・③～⑨は，職員室のファイルケースに一括保管し、職員室内だけで使用する。 

 ・セキュリティ対策としてＵＳＢメモリを暗号化し、年度末にはポータブルハードディス

クにバックアップをとる。 
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５．実践の効果と今後の課題 

 ・ＵＳＢメモリに保存するというこの方法の利点 

  ①分掌の内容により分類し、ＵＳＢメモリを複数個用意したため、必要な情報を探しや

すい。 

  ②個人所有のコンピュータで作業をするので、利用したい時にいつでもできる。 

  ③万一ウイルスに感染したとしても、感染が広がりにくい。 

 ・ＵＳＢメモリに保存するというこの方法の短所 

  ①ＵＳＢメモリが小さいため、紛失しやすい。 

  ②ＵＳＢメモリ等を経由したウイルスの感染が増えてきているが、ウイルスのチェック

が困難である。 

  ③定期的なバックアップに、手数がかかる。 

 ・今年度の２学期から取り組み始め、現在各担当者がデータの保存を行っているので、来

年度以降に具体的な効果を実感できると思われる。 

 ・今後は、教職員のセキュリティに対する意識をより高めるために、コンピュータウイル

ス等のリスクに関する研修会や情報モラルに関する研修会を実施していくことが必要

である。 

 ・ハード面、ソフト面の充実を図り、校内ＬＡＮを効果的に利用できるような環境にして

いくことも、校務情報化を推進していくためには必要である。 

 

６．校務情報化を成功させるための方策 

 ・校務の情報化を進めていくためには、まず、情報化を推進することが便利であり様々な

効果があることを教職員が実感することが重要である。 

 ・各自の作成した文書等を担当者が変わった場合でも情報が容易に再利用できるような環

境を整えていくことが必要である。 

 ・メンテナンス等に時間をかけず、簡単に扱えるようなシステムにしていくことが大切で

あり、ＩＴサポーター等の外部からの協力を得ることが望ましい。 
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白山市立美川中学校 
 
１．校務情報化推進の目的 

（１）業務の効率化と軽減 
（２）教育活動の連続化(過年度のデータの利用促進) 
（３）校外への情報発信 
（４）情報セキュリティの確保 
 
２．校務情報化推進の期待できる効果 

  ・学校管理運営計画、年間指導計画、各教科評価計画など、学校運営の基本となる情報  

を一元化し共有することで、業務の軽減化につながり、時間の短縮や経済的な効果も期

待できる。 
 ・さまざまな情報をデジタル化し蓄積していくことで、校務に関わる有効なデータベース

を作ることができる。 
 
３．今年度の取り組み 

（１）校内ＬＡＮの再構築 
（２）情報区分と情報セキュリティ対策の強化 
（３）校内各種文書のデータベース化の推進 
 
４．実践内容 

（１）校内ＬＡＮの再構築について 
 ・平成１９年度のコンピュータ室機器の更新により、クライアント・サーバー型のネット

ワークが構築され、学習用ＬＡＮ（生徒用ネットワーク）が整備された。 
 ・学習用ＬＡＮ（生徒用ネットワーク）と校務用ＬＡＮ（教師用ネットワーク）とは、イ

ンテリジェントＨＵＢで分離されている。 
 ・学習用ＬＡＮ（生徒用ネットワーク）の生徒用端末には環境復元ソフトを導入し、生徒

の誤操作によるファイル破損を防ぐことができるようになった。また、ベネッセ社のス

クールイントラパックも導入され、専用サーバーによって学習で使用される情報の一元

化、管理も非常に容易になった。 
 ・職員室等の校務に使用している端末を校務用ＬＡＮ（教師用ネットワーク）に接続する

ことにより、情報の共有化を図っている。安全のため、校務用のデータはそれぞれの端

末には置かず、校務用ＬＡＮディスクで管理することとした。また、バックアップ用Ｌ

ＡＮディスクも導入し、データ破損にも備えている。 
 ・生徒の個人情報（学籍情報や成績など）は校務用ＬＡＮには置かず、別室に整備した物

理的に独立したネットワークのみで扱うようにしている。これにより、万一の情報漏洩

を防ぐことができる。 
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（２）情報区分と情報セキュリティ対策の強化 
   ①情報共有の階層化（データの保存と共有の考え方） 
     ・管理職：管理職用ＰＣにデータを置き、共有化しない。 
        共有化が必要なものについては、ＬＡＮディスクにデータを置く。 
   ・各主任：各主任用ＰＣにデータを置き、原則共有化しない。 
        ただし、一部データはＬＡＮディスクで共有する。 
      ・職 員：校務に必要なデータはすべてＬＡＮディスクで共有する。 
        学籍、成績に関するデータはＯＡ室独立ネットワークのみで扱う 
   ・生 徒：スクールイントラパックサーバー内に設置した生徒用フォルダにデータ 
        を置く。教師用とは独立させている。 
  ②ウイルス対策 
   ・校内ＬＡＮサーバーに「ウイルスバスター・コーポレートエディション」を置き、

ＬＡＮに接続しているすべての端末で使用している。常に最新版に更新できる。 
   ・独立して使用している端末についても、ウイルスバスターを導入し、定期的に手動

で更新している。 
   ・携帯用のメディア(ＵＳＢフラッシュメモリ、フロッピーディスクなど)を使用する

際には、必ずウイルス検索を行うよう注意している。 
   ・個人の端末については、その端末内をチェックし、校長の許可のもとＬＡＮ接続を

許可している。Ｗｅｂ接続は原則として許可しない。 
  ③校内各種文書のデータベース化の推進 
     ・数年前からＬＡＮディスクを利用したデータの共有化を推進してきたが、個人の端

末やＦＤなどで校務を行う職員もおり、まだまだ十分機能的なものではなかった。

そこで、校務分掌ごとに置かれている情報委員会の委員が中心となって、情報の一

元化をめざし、推進していくことにした。校長の指導助言を受けながら業務に当た

っている。 
 
５．効果 

 ・情報区分と情報セキュリティ対策の強化を最優先に行っているため、ウイルス汚染など

の事故は今のところゼロである。 
 ・校内各種文書のデータベース化が進み、教科や分掌等ほとんどの校内文書のデータが一

元化、分類され、使い勝手も良くなってきた。 
 
６．今後の課題 

  ・行政側の方針により、ネットワーク上の端末からのＷｅｂ接続については制限がかけら

れている。したがって、現状では NetCommons をグループウエアとして利用すること

は難しいが、今後、Ｗｅｂページに利用できないか、検討していきたい。 
 ・安全対策最重視の運用を行っているため、Ｗｅｂ接続やソフトウェアのダウンロードに

ついては、かなり厳しく制約がある。今後、運用については市教委との連携が不可欠で

ある。 
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輪島市上野台中学校 
 
１．本校の現状 

 ・職員室に校務処理用のパソコンが４台、ページプリン

タが２台設置されており、それらがＬＡＮに接続され

ている。また、市教育委員会の管理下でインターネッ

トにも接続されている。 
 ・一部の教職員は個人のノートパソコンを使用している

が、ネットワークには接続せずに校務処理にあたって

いる。印刷を必要とするときはＵＳＢメモリを介して 
  校務処理用パソコンを利用してプリントしている。 
 
２．実践内容 

（１）校務処理の効率化と正確性の向上 
  ①学校管理運営計画 

平成２０年度学校管理運営計画は９３ページからなる。教

職員メンバーは異動により若干の入れ替えがあっても、年度

当初１ヶ月間に新年度の計画を見直し、完成させなければな

らない。そのため、毎年度のデータを校務処理用パソコンに

保存し、有効に活用することで効率的な運用がなされてい

る。 
  ②成績処理 

本校は、１年生９６人、２年生８９人、３年生１００人の各学年３クラスからなる。

定期テスト等の成績処理については、ほとんどの教科でパソコンを使用している。併せ

て、学年での最終的な集計は１００％パソコンを使って処理している。現在のところ、

職員はこの成績処理システムに慣れており、正確に且つ迅速に校務処理がなされてい

る。 
（２）教師間でのデータ共有 

①校務分掌 
校務分掌を単位としたフォルダを作成し、毎年のデータを保管し、共有している。 

②データの蓄積 
各教科の成績処理、時間割の作成データ、行事の画像、アンケートの集計など。 

a 家庭・学習調査アンケート 

 生徒の家庭学習の時間や内容を調査する。 

   b 生活アンケート 

保護者を対象にしたもので、生徒の家庭での様子、生活リズムを調査する。 

c 授業・生活アンケート 

生徒を対象にしたもので、授業態度や取り組み、学校生活について調査をする。 
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（３）家庭や地域への情報発信 
①学校Ｗｅｂページの活用 

   学校の情報発信のためにＷｅｂページを活用している。学校紹介等の固定ページが中

心である。その中で、唯一毎日更新しているページがある。それは、毎日の給食の紹介

をしている「給食ダイアリー」である。その日の献立や画像、レシピ、感想等を毎日更

新している。栄養教諭が中心となってページの運営をしている。給食関係者や保護者か

らは好評である。Ｗｅｂは一部分のみの更新ではなく、バランス良く全体的に更新して

いくことで閲覧者の増加につながるものと考える。 
②NetCommons の活用 

各家庭への情報発信はペーパーに依るものが多い。学校からは、学校だより、保健だ

より、給食、学級、図書、生徒会、ＰＴＡと多くの便りが発行されている。しかし、昨

今、配られた便りが、生徒の机・カバンの中に眠り、家庭まで届かない場合もままある

ようである。 

 
 
 

＜問題点＞ 学校のＷｅｂページから発信した場合、保護者に限らず不特定多数への配信

になる。 

      生徒を通じて伝えることにも意味があるのではないか。 

    そこで、 
 
    Ｗｅｂページでは、ＰＤＦファイル等（詳細な内容）にはせず、単に「発行されま

した。」のみにとどめ、詳細は紙（生徒が持ち帰る便り）を見てもらう、というシス

テムにした。 

 
 

この当たり前の流れの中に親子のコミュニケーションが生まれるのではないかと考えた。 

 

３．成果と課題 

 今回、情報教育担当者の間で校内の情報化が促進できる可能性を考える良い機会となっ

た。現状の情報環境の中でセキュリティの問題や、職員相互の共通理解を図ることの重要性

が見えてきた。NetCommons の活用の方向性についても考えることができた。今後は、従来

通りの方法で処理すればよいもの、積極的に情報化を取りいれていけばよいものとに分類す

る作業についても丁寧にとりくむ必要がある。その中で、NetCommons を積極的に活用して

いこうという職員間の共通理解が得られた。 

 

 

大切な通信を保護者に確実に届けたい。 

Ｗｅｂページを利用して情報発信してみては 

NetCommons の試験運用として、「おたより」便りとして各担当から

「○○便りが発行されました。」という新着情報を掲載してみよう。 

保護者は NetCommons をチェックし，学校から便りが発行された

ことを知り、生徒から便りを受け取り、便りに目を通す。 



 10

石川県立小松高等学校 

 

１．校務情報化の実践内容と特徴 

 教育情報室を中心とした校務情報化の推進  

（１）新校内ネットワークの構築（図１参照） 

（２）教育情報委員会の設置 

（３）NetCommons を利用した校内の情報交換・共有（図２参照） 

（４）ＩＰメッセンジャー（フリーソフト）による教員相互の情報伝達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 

ネットワークドライブの割り当てとアクセス権 

教科を基準にしたユーザＩＤと個人フォルダがベース 

校 務（Ｓ） 

公 開（Ｔ） 

教 科（Ｕ） 

共 有（Ｖ） 

ユーザ（Ｗ） 

課・室・学年・会・部署の担当のみ。 

課・室・学年・会・部署の担当はフルアクセス。 

他は read only のみ。 

教科担当のみ。 

フルアクセス（消去しないこと）。勝手に私的なフォ

ルダを作らないこと。管理者権限で消去します。 

ユーザＩＤと同じフォルダにフルアクセス。 

LANDATA（Ｘ） 
フルアクセス（消去しないこと）。勝手に私的

なフォルダを作らないこと。管理者権限で消去

します。 

他は read only 

ウイルスバスター最新版の提供 
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２．校務情報化を実施したことの効果 

 ・これまでの校内ネットワーク環境は、サーバーを介さずに共有のフォルダを作成すると

いう簡易なものであったが、これはセキュリティに関して脆弱な環境であった。新たな

校内ネットワークでは、サーバーを生徒ラインと教員ラインの２つに分け、教員サーバ

ーの中で複数のネットワークドライブを作成した。これにより、情報管理が各課・室・

学年・教科を中心としたものとなり、また、サーバーからウイルス監視できることで、

セキュリティ対策が万全のものとなった。 

 ・教育情報委員会を設置し、各課・室・学年から１名を教育情報委員として選出すること

で、情報関係の伝達（NetCommons の利用方法やウイルス対策ソフトのインストール等）

がスムーズになった。 

 ・これまでは個々の教員のレターケース（担当箱）に入っていた文書が、ネット上で閲覧

できるようになり、文書量が削減された。 
 ・学校内施設の予約がネット上でできるようになり、利便性が高まった。 

 ・メッセンジャーを利用することで、緊急性の高い情報を職員に一斉伝達することが可能

になった。 
 

３．校務情報化の実践に至るまでの問題とその克服方法 

 ・職員全てが情報機器に精通しているわけではないので、新しいシステムを導入する場合

は職員研修を行い、全職員がシステムを有効利用できるよう心掛けた。簡易な作業に関

しては、教育情報委員が各職員に伝達した。 
 ・校務情報化を推進するためにはスタッフの確保が必要である。教育情報室専任の教員を

増やし、教育センターでの研修などに積極的に参加させた。 
 

４．校務情報化を成功させるための方策 

 ・校内掲示板や施設予約簿として NetCommons を利用しているが、デジタル化に関しては

抵抗感のある職員も少なくない。これまで使用していたレターケースとの併用等、なだ

らかな導入をすべきである。 
 ・校長（管理職）が校務情報化の重要性を認識し、さまざまな活動を支援することが必要

である。 
 ・情報化によって煩雑な校務が軽減されるという実感が重要である。これまでは校務に使

用していた時間が、生徒に関わる時間になる。 
 

５．今後の課題 

 ・校内掲示板としての NetCommons の利用も１年を過ぎた。操作に関して、教員の抵抗感

も少なくなってきたと思われる。今後は新たな活用方法を模索していかなければならな

い。 
 ・Ｗｅｂページの作成は主に教育情報室が行っているが、教育情報室だけではコンテンツ

の更新に限界がある。各課・室・学年に所属する教育情報委員の分業により、更なる充

実を図っていかなければならない。 
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石川県立野々市明倫高等学校 
 
１．本校の現状 

・本校は平成１８年度に校内ＬＡＮ整備が完了した。 

 ・生徒用と教員用のＬＡＮはＶＬＡＮで区切られている。 

 ・コンピュータ室には、生徒用ＰＣが４０台、サーバー１台、プリンタ３台が設置されて

いる。 
 ・教員用ＬＡＮには、サーバー１台、校務用ＰＣ（県から配置されたもの）３１台、ネッ

トワーク対応プリンタ９台（うち１台はカラープリンタ）、ネットワーク対応印刷機２

台、Ａ１対応プリンタ１台接続されている。 

 ・個人所有ＰＣの持ち込みが３３台ある。個人所有ＰＣの校内使用については、石川県へ

の申請をしたもののみ許可している。 

 ・本校には校務分掌として「情報室」があり、専任１名、兼務（担任との）２名が配属さ

れている。日々のメンテナンスや教員がＰＣを利用する際のトラブル・疑問の解決を行

っている。 

 

２．校務情報化のねらい 

（１）業務の軽減と効率化 

 ・情報を電子化し共有することによって、同じ内容を何度も手書きで転記したり、その都

度ワープロで文書を作成したりする手間を省くことができる。 
 

（２）教育活動の質の改善 

 ・校務情報化により校務の軽減と効率化が図られることで、その時間を生徒に対するさま

ざまな教育活動へ割くことができ、教育の質的改善へとつながる。また、教材等を共有

することによって授業を充実することができる。 
 

（３）保護者や地域との連携 

 ・Web ページによる情報発信を行うことにより、学校の情報を地域にも伝えることがで

きる。特に、保護者に対しては、不審者情報などを保護者にメール配信し、生徒の安全

の確保につなげることができる。 
 
（４）情報セキュリティの確保 

 ・セキュリティの確保された安全なサーバー上で情報を一元管理できるので、情報流出の

ようなリスクを大幅に軽減することができる。 
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３．校務情報化の方法 

（１）校内情報化計画書の作成 

 ・平成１８年度に、本校教員が石川県教育センターの「校内情報化推進プロジェクト」に

参加し校内情報化計画書を作成している。平成１９年度から、年度当初に校内情報化計

画書を全職員に提示し、校内の情報化を推進している。 

 
（２）校内ＬＡＮの整備 

 ・全職員に教員用ＬＡＮのユーザＩＤを発行し、校務用ＰＣについては C/S 形式でログイ

ン、個人所有ＰＣについてはサーバーを活用する際にユーザＩＤ・パスワードを入力す

る形式をとり、セキュリティを確保している。また個人所有ＰＣのＭＡＣアドレスをサ

ーバーに登録し、登録されていないＰＣはＬＡＮに接続できないように工夫している。 

 ・ファイルサーバについては、課・学年・教科ごとに保存するフォルダを用意し、フォル

ダごとにユーザ権限を設け使用目的を明確にすることによって効率よく職務を遂行で

きるようにしている。 

 
（３）情報化促進のための工夫 

 ・職員用サーバーにＷｅｂサーバーを設置し（サーバソフトウェアには Windows に標準添

付されているＩＩＳを利用）、「情報掲示板」（asp.net を利用）として活用している。 

 ・校内の情報化を推進していく際に問題となってくるのが、教員のＩＣＴリテラシーであ

る。未だにＰＣでどんなことができるか、どのように活用したらいいかわからないとい

う教員が多い。そこで、ネットワークを利用したデータ活用（データのコピー、転送等）

の方法を習得する手助けとなるよう、校内のどこからでもネットワークを通じて気軽に

参照できるような「動画によるヘルプ（ＦＡＱ的なもの）」を作成することで、校内の

情報化を推進する補助とした。 

 
（４）保護者への情報発信 
 ・希望した保護者を対象に、来週の予定や不審者情報・部活動の結果・進学情報などを配

信した。平成２０年度は１５０人（全校生徒の１７％）に配信している。 

 

４．成果と今後の課題 

 ・ファイルサーバには、データがかなり蓄積されてきた。数字的なものは提示できないが、

校務にしても教科指導にしても軽減化・効率化してきているように思われる。 

 ・校務情報化の利点は，校務の軽減化・効率化だけでなく，「生徒に対する教育の質の向

上」が重要な目的であることを全職員に理解してもらわなければならない。 

 ・教員がシステムを利用するのに必要な基礎的なＩＣＴリテラシーを身につけられるよ

う、校内研修を工夫し実践していくことが大切である。 
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石川県立金沢錦丘高等学校 

 

１．校務情報化を支える校内システム 

（１）校内ネットワークについて 

 ・校内ＬＡＮの幹線はすべて光ファイバー接続で、旧校舎はＬ３スイッチ２台とＬ２スイ

ッチ４台で、新校舎はすべてＬ３スイッチで構成されている。セキュリティを高めるた

め、利用目的に合わせて５つのセグメントに分けられている。校内のほとんどの部屋に

校内ＬＡＮの接続端子が設置されている。サーバーは教職員用、高校生用、中学生用の

３台で構成されている。教職員が利用できる教育用ノート端末は約４０台あり、それら

すべてが校内ＬＡＮに接続されていて、教材作成および校務処理等に活用されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 校内ＬＡＮの構成の一部 
 
（２）教職員用サーバーについて 
・ＯＳ：Windows Server 2003、メモリ：4GB、HDD：500GB×4 台で raid10 構成 

・ディスク クォータ、シャドウ・コピーの設定 

・共有フォルダの設定 

 G グループ：各課・各教科・各学年・各部活動（アクセス権：所属者「変更」） 

 O 職員共有：各課・各教科・各学年（アクセス権：全教職員「変更」） 

 R 報告  ：各課・各教科・各学年（アクセス権：所属者、Creator Owner「変更」） 

 T 文書雛形：各課・各教科・各学年（アクセス権：所属者「変更」、全教職員「読み取り」） 

 Z 個人  ：教職員個人（アクセス権：該当教職員「変更」 

・Web Server（校内 Web）の構築（Apache、MySQL、PHP の設定） 

・DHCP（個人 PC への IP割り当て）（MAC アドレスの登録により、常に同じ IP を割り当て） 

・ウイルス対策（ServerProtect およびウイルスバスターCorp による対策） 

 

（３）校内組織 
 ・教務課に情報担当を配置し、校内システムが円滑に運用できるよう管理している。 
 

事務関係と教育

関係を分離 

校内の五つのセグメン

トを一つにまとめ，外部

と通信する。通信可能な

プロトコルを制限 

Proxy を通して

のみ Web 閲覧可

能。閲覧制限を

加えることがで

きる。 
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２．校務情報化の目的 

（１）業務の軽減と効率化 
（２）生徒状況の迅速な確認 
 
３．校務情報化の実践内容とその効果 

（１）欠席遅刻連絡（事務部が Excel で入力後、マクロによりＷｅｂ発行） 

   → 学年主任・ホーム担任は、生徒の欠席理由等をいつでも校内Ｗｅｂで確認するこ

とができる。事務部は連絡の手間が省ける。 
（２）保健室来室状況（保健室在室の教職員が Excel で入力後、マクロによりＷｅｂ発行） 

   → 教科担任・ホーム担任は、日中の生徒の動向を校内Ｗｅｂで速やかに確認するこ

とができる。 
（３）時間割変更（教務課が前日の放課後、サーバーに保存） 

   → 教職員は、校内Ｗｅｂが見られるところであれば確認することができる。 

（４）掲示板（校内Ｗｅｂ上に構築） 
   → 教職員への連絡の周知徹底およびペーパーレス化がはかれる。 
（５）教職員の年休・出張（各教職員が必要事項を入力） 
   → 日時・用務先は校内Ｗｅｂで閲覧可能。教職員の動向がわかる。 
（６）施設予約（各教職員が必要事項を入力） 
   → 校内Ｗｅｂで閲覧が可能。施設の調整が自然に行われる。 
（７）情報の一元管理と共有（各分掌・各教科で作成した文章やデータはサーバーで一元管

理、アクセス権限を設定） 
   → 情報の再利用ができる。情報の漏洩防止がはかれる。 
（８）通知表・調査書・各種証明書（教科、ホーム、部活動に関する情報は、それぞれ教科

担任、ホーム担任、部顧問が入力） 
   → 各担当による正確な情報にもとづき、通知表や調査書、各種証明書等の資料を作

ることができる。 
（９）学校Ｗｅｂページの活用 
  → 教育活動、行事予定や配付資料等の掲載。学校の教育活動への理解や関心の向上。 

 

４．校務情報化を成功させるための方策 

 ・使いやすく、情報の共有・提供の利便性が実感できるシステムを構築する。 

 ・とにかく実践する。使うことで良さがわかる。利用しなければならない状況をつくる。 

 ・校務情報化を中心的に担う校務分掌をつくり、そこが中心となって講習会を行う。 

 ・校務情報化の効果を理解してもらう広報活動を粘り強く行う。 

 
５．今後の課題 

 ・無駄な印刷物を減らすために、資料のＰＤＦ化と閲覧が容易に行えるシステムを構築す

る。 

 ・各種連絡事項を伝えやすく、また、確実に伝わるシステムを構築する。 

 ・学校Ｗｅｂページの内容を充実させていく。複数での管理運営ができるようにする。 



 16

石川県立工業高等学校 

 

１．校内情報化の実践内容と特徴 

（１）校内組織 

 ・校務分掌の一つとして学習情報課を設置している。 

 ・学習情報課は、図書室、ＤＶＤライブラリ、視聴覚、職員研修や紀要作成などを所管す

る「図書係」と、校内ＬＡＮやＷｅｂページなどを所管する「ネットワーク管理係」と

で分担し活動している。 

 ・学習情報課の活動方針などは各分掌や各科からの委員で構成する学習情報委員会で検討

し、決定している。また、消耗品や修理依頼なども学習情報課が把握し、計画的に購入、

修理するようにしている。 

（２）ＩＣＴ設備 

 ・平成１３年に整備された光ファイバーによる校内ＬＡＮを基本として、校内のほとんど

のコンピュータ機器をＬＡＮで接続している。ただし、セキュリティの観点から職員室

用ＬＡＮと実習室用ＬＡＮは独立したセグメントとしている。 

 ・ＬＡＮの認証・ファイルサーバについては、業務用（教職員用）と教育用（生徒用）の

２台を独立して運用している。 

 ・比較的廉価なサーバー機に Linux をインストールして、Proxy サーバーとし、外部ネッ

トワーク（スクールネット）へのトラフィック（データ量）を軽減している。 

 ・教育用ノート端末は、教員３～５人に１台になるように各分掌、各科に配布し、授業で

の活用のほかに、教材作成、校務処理、成績処理等に活用している。 

 ・携帯型液晶プロジェクタとスクリーンが５セットある。携帯スクリーン（マグネット式）

は黒板に貼り付けて使用することができ、軽くて持ち運びも容易である。 

（３）主な校務システムとその特徴 

 ・認証サーバーには、教職員(約９０名)、生徒(約９６０名)それぞれ一人に一つずつアカ

ウント(ユーザＩＤ)を登録している。教職員のアカウントには、教科、分掌、学年など

の情報を登録し、それに応じた権限を持たせている。生徒用のアカウントは、学科、ク

ラスなどに応じた権限が与えられている。 

 ・ファイル共有サーバーは、教科、分掌、学年などの領域を用意し、ユーザの権限に応じ

て利用できることになっている。したがって、他の教科、他の分掌、他の学年のデータ

は読み込みできないようになっている。また、権限に関係なくすべての教職員が読み書

きできるフォルダを用意し、データの受け渡しなどに利用している。さらに、各個人専

用の領域も用意し、端末にデータを保存しなくても良い環境となっている。また、これ

らの領域は、毎日深夜にバックアップをとり、データの保全性を高めている。 

 ・成績処理システムは、株式会社日立システムアンドサービスの「成績管理システムⅡ」

を使用している。年間１２万円の保守費用がかかるが、各教科担任のデータ入力から、

成績表、通知票、調査書作成まで一貫してできるものである。 

 ・グループウェアは、校内ＬＡＮ導入時より「サイボウズ」を使用し、校内での情報共有

を図っている。サイボウズでは、会議室(大中小)、同窓会館、液晶プロジェクタなどの

「施設予約」、誰もが閲覧可能な「掲示板」、閲覧可能な相手を指定でき、いつ見たか
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を確認できる「回覧板」などの機能があり、利用率も高く定着している。 

 ・図書管理システムには、全教職員・生徒が登録されており、貸出・返却はバーコードリ

ーダで簡単に行うことができる。また、このシステムは、内部のデータ構造が公開され

ているので、カスタマイズすることにより、クラスごとの貸出数・順位、個人ごとの貸

出数、よく読まれている本の抽出など図書館司書の要望に柔軟に答えることが可能とな

っている。 

 ・欠席連絡システムは、Linux サーバーにＷｅｂサーバー、ＣＧＩの環境を用意し、手作

りのシステムとして構築されている。電話を受けながらでも登録できるようにマウスの

操作のみで作業できるようになっている。 

 ・スクールネット上のＷｅｂサーバーと同等のサーバーが校内に設置されており、データ

の更新を容易に行うことができる。これにより、Ｗｅｂページのデータを外部に公開す

る前に確認をすることができる。また、学校の公式Ｗｅｂページの一部に NetCommons

を使用することで、学校外からのデータ更新も可能となっている。 

・ 消費電力計測システムは、平成１９年度の電子情報科の課題研究で生徒が構築したシ

ステムで、校内の５分ごとの消費電力を測定し、消費電力量や料金などをグラフで表

示することができる。 

・ 平成２０年度には「太陽光発電実習装置」が導入され、校内ＬＡＮを介して、発電量

などを玄関ロビーに設置した大型ディスプレイで表示できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 消費電力計測システムによるグラフ表示(上段：１日分、下段：１週間分) 

 

２．校務情報化実践の効果 

 ・グループウェアで情報共有を行うことにより、朝の職員朝礼での伝達事項を減らすこと

ができ、文字で確実に連絡することができるようになった。 

 ・データをサーバーに保管することで、機密性や保全性が高まった。分掌毎のフォルダで

データを保存管理することができるので、年度毎の資料の引き継ぎなどが容易になって

いる。特に、定期的に使用する文書などは細部を変更するだけで使用可能となるので、

文書作成にかかる時間が大幅に軽減できる。 
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 ・図書管理システムでは、貸出業務、返却業務をシステム化するだけでなく、図書館司書

のアイデアでいろいろなデータを抽出し、図書だよりの話題としたり、図書館周辺の掲

示に利用したりと、図書館運営を魅力あるものに改善している。また、グループウェア

から図書検索ページにリンクを張り、校内の端末から蔵書状況を把握できるようにして

いる。 

 ・欠席連絡システムにより、保護者からの欠席連絡をホーム担任に確実に届けることがで

きるようになった。また、教科担任や部の顧問などホーム担任以外の教員も生徒の出欠

状況などを確認できるようになった。遅刻情報を載せることで、朝のＳＴ時にいなかっ

た生徒が何時頃登校してきたかをホーム担任が確認しやすくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 欠席連絡システム（上段：表示画面、下段：登録画面） 

 

 ・校内Ｗｅｂサーバーにより、手軽にデータを更新し、公開前にＷｅｂページを確認でき

ることから、更新の頻度が高くなった。また、NetCommons を使用することで、早朝に

もＷｅｂページを更新することができ、遠足など当日の天候によって実施の有無を決定

する学校行事についての連絡が可能になった。遠方からの通学者が多いため、より早い

時間帯での実施の有無の連絡は好評である。 

 ・消費電力計測システムでは、消費電力、消費電力量をグラフ化して表示することで省エ
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ネの意識の高まりにより、今年度は前年度よりピーク電力が抑えられ、結果として電気

料金を下げることができた。 

 

３．校務情報化の実践に至るまでの問題とその克服方法 

 ・ネットワークやファイルサーバを使用する以前は、データは各自がフロッピィディスク

で保管するという習慣が定着していた。また、共有端末においては、その日の朝最初に

使う人がログインし、後はそのままの状態で次々と他のユーザが使用するという使用形

態が残っていた。そこで、職員会議後に「５分間講習会」を実施して、ネットワーク環

境、ファイルサーバなどの利便性や使用後はログアウトすることの大切さを訴えた。今

では、ログインしたまま席を立つ教員は目立たなくなった。 

 ・生徒名簿のデータは、従来ファイルサーバで共有していたが、個人情報の保護を徹底す

るために、現在は管理職の管理下に置いている。 

 ・以前はネットワーク認証用のパスワードをユーザが自由に設定できるようにしていた

が、簡単に類推できるものやパスワードなしを選択するなど機密性を確保できないこと

が多かったので、ユーザ登録時に乱数をもとに６文字の英数字でパスワードを作成し、

それを使用してもらった。年度当初はその都度パスワードを確認しながら入力していた

職員は、毎日の使用により概ね２ヶ月程度で覚えるようになった。 

 ・グループウェアで、教職員間の日々の連絡や施設予約などを行うためには、できるだけ

頻繁にサイボウズの画面を確認してもらう必要がある。そのため、インターネット閲覧

用ブラウザのホームページ（初期画面）にグループウェアのページを登録することを推

奨している。また、グループウェアのスケジュールの共有など便利な機能を「５分間講

習会」で紹介している。 

 ・図書管理システムの利用を定着させるために、生徒の身分証明書や職員の名札の裏にバ

ーコードを貼り、いつでも手元にバーコードがあるような環境にした。 

 ・欠席連絡システムを導入した当時は、ホーム担任が朝見るのを忘れたり、見方がよくわ

からないなどの声があったので、職員朝礼の時間帯に大職員室のパソコンを一台欠席連

絡システム専用にし、常時表示しすることとした。その結果、多くのホーム担任が欠席

連絡を気軽に確認できるようになった。また、グループウェアのトップページからリン

クを張り、ワンクリックで確認できるようにした。 

 ・Ｗｅｂページ更新の頻度が高くなかったので、定期的に「Ｗｅｂページ作成会」を開催

し、意識の向上をはかった。 

 

４．校務情報化の推進方法 

 ・学習情報課で校務の情報化を計画・推進している。多くの協力者を得るために、各学科、

各分掌からの代表者で構成する学習情報委員会で、具体的な問題点や提案を論議、検討

している。 

 ・新任者に対して、４月当初に「新任者ネットワーク講習会」を開き、校内ＬＡＮの使用

方法等を説明している。 

 ・毎月の定例職員会議後に「５分間講習会」を開き、校内ＬＡＮを使用する上での注意点

や校務の情報化を進めるためのワンポイントアドバイスなどを行っている。 
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